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走動作の運動能力について表 2 に示す。 
図 1 中村ら（2011）[11]による走動作のカテゴリーと動作パターン 
 





























表 2 おにごっこ場面における幼児の走動作のパターン 



















A 5 歳 男 ２ ４ ８ １２ １４ ３ 
B 5 歳 男 ２ ５ ８ １２ １４ ３ 
C 5 歳 女 ３ ４ ８ １２ １４ ４ 
D 5 歳 女 ２ ４ ８ １１ １３ ２ 
E 5 歳 女 ２ ５ ８ １１ １３ ２ 
F 5 歳 女 ２ ４ ８ １１ １３ ２ 
G 4 歳 女 ２ ４ ８ １２ １４ ３ 













































































   
3.3 アクティビティ尺度による幼児の身体活動 
それぞれの対象児の担任保育者が5段階評価を
行った結果を表 3 に示す。 
表 3 アクティビティ尺度による対象児の評価 




4 5 4 3 4 3 5 5 
汗をたくさん書いて遊ぶ 5 5 5 4 5 4 5 5 
身体を思いっきりよく大胆に動
かして遊ぶ 
5 5 5 3 3 2 4 4 
身体を活発に動かして遊ぶこと
を好む 
5 5 5 4 5 2 5 5 
遊具から遊具へ移動して遊ぶ 3 2 3 2 5 3 2 5 
洋服などが汚れることを気にし
ないで遊ぶ 




4 4 5 5 4 3 1 3 
遊びの中でいろいろな決断を任
されている 
4 5 3 3 3 3 1 2 
遊びの中で自分の考えやアイデ




4 5 5 4 4 2 5 3 
課題を克服する遊びに意欲的に
挑戦する 





5 5 5 3 3 3 5 3 
ソーシャル 友達とかかわって一緒に遊ぶ 5 5 5 5 5 4 4 4 
自分から遊びに加わっていける 5 5 5 4 4 4 5 3 
周囲の子をよく見ていて真似し
て遊ぶ 
4 3 3 3 3 4 5 4 
 















































図 3 走動作パターン３の男女（A 男・B 男・G 子・H 子）によるアクティビティ尺度の比較 
 






















ものの、パターン 2 の D 子、E 子、F 子よりも「リ
ーダー」のポイントの平均が低かった。そのため
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